（2006年3月26日　東京新聞朝刊地方版より）
新大塚公園　住民、廃止に反発

　文京区は、同区大塚の新大塚公園と、隣接する区教育センターを廃止し、跡地に中学校の新校舎を建設する計画案をまとめ、二十四日、同センターで住民への説明会を開いた。住民からは、地域の憩いの場が消えることに反発する声が続出した。

　新大塚公園は一九六五年に開設され、面積は約五千七百三十平方メートル。野球など球技ができるグラウンドや、児童向け遊具があり、桜の名所としても親しまれている。

　計画案は、区教育委員会が進める学校の統廃合論議のなかで浮上した。生徒数が減少している近隣の二つの中学校を統合し、公園と同センター敷地を合わせた約八千五百平方メートルに新校舎を建てる。二〇〇九年度の開校を目指すとしている。

　これに対し、計画撤回を求める住民は「新大塚公園を守る会」（代表・岡野薫さん）を結成、約一万人の署名を集め、区に提出する準備を進め、対立が深まっている。

　説明会では、住民から「（いずれかの）中学で校舎を建て直せばよい」「公園の廃止など聞いたことがない」などと異論が相次いだ。区側は「新中学は学級が増えるので、いまの敷地では、十分な教育が図れない」「新公園を中学の跡地に整備する」と理解を求めたが、住民は納得せず、二時間の議論は平行線をたどった。　（浅田　晃弘）
